
一
九
九
四
年
度
国
文
学
会
鴛
報

一
九
九
四
年
度
国
文
学
会
箏
報

一
九
九
四
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
新
入
生
歓
迎
会
Ｖ
　
四
月
五
日
　
　
新
島
会
館

く
国
文
学
会
総
会
、
研
究
発
表
会
Ｖ
　
六
月
一
九
日
　
至
誠
館
会
議
室

　
・
総
会

　
・
研
究
発
表
会

　
　
　
『
屋
代
本
平
家
物
語
－
本
文
に
関
す
る
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
村
　
　
茂
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

　
　
　
，
冷
笑
－
を
め
ぐ
っ
て
　
山
崎
　
澄
子
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

〈
専
攻
創
立
四
〇
周
年
・
学
会
設
立
三
〇
周
年
記
念
　
竹
田
か
ら
く
り
上
演
Ｖ

一
〇
月
九
日
　
至
誠
館

く
専
攻
創
立
四
〇
周
年
・
学
会
設
立
三
〇
周
年
　
記
念
請
演
会
．
記
念
パ
ー
テ

イ
ー
Ｖ
　
一
一
月
二
百

　
・
講
演
会
　
至
誠
館

　
　
　
「
日
本
の
中
の
騎
馬
民
族
」
　
　
　
　
　
土
橋
寛
（
本
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
「
紫
式
部
の
生
き
方
」
　
　
　
　
　
　
　
南
波
　
浩
（
本
学
名
誉
教
授
）

　
・
パ
ー
テ
ィ
ー
　
宝
ケ
池
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、
プ
リ
ン
ス
ホ
ー
ル

八
六

〈
同
志
社
国
文
学
Ｖ

　
第
四
一
号
（
専
攻
創
立
四
〇
周
年
・
学
会
設
立
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
）

　
　
　
　
　
　
一
九
九
四
年
一
一
月
二
一
日
発
行

　
第
四
二
号
　
一
九
九
五
年
三
月
二
〇
日
発
行

く
国
文
学
会
会
報
Ｖ
　
第
二
二
号
　
一
九
九
五
年
三
月
二
〇
日
発
行

一
九
九
四
年
度
卒
簑
論
文
題
目

　
家
持
の
「
う
つ
せ
み
」
観

山
部
赤
人
の
「
望
不
壷
山
歌
」
考

，
古
事
記
－
に
お
け
る
大
国
主
神

　
　
　
亦
の
名
を
通
し
て
見
る
存
在
の
意
義
丁

崇
神
八
年
紀
歌
謡
三
首
に
関
す
る
一
考
察

萬
葉
集
に
お
け
る
辞
世
歌

　
　
　
仮
託
の
方
法
を
通
し
て

持
統
・
文
武
朝
に
お
け
る
皇
子
歌
の
意
義

　
　
　
人
麻
呂
歌
集
の
表
記
と
の
比
較
を
通
し
て

遊
行
女
婦
に
つ
い
て
の
考
察

旅
人
に
お
け
る
吉
野
観

　
　
　
大
宰
府
遷
任
以
前
の
歌
を
中
心
と
し
て

初
期
萬
葉
集
の
相
聞
歌

石井今上北倉佐杉垂

井上井田村橋藤尾井
京
　
子

崇
　
子

麻
貴
子

あ
り
さ

厚
　
幸

厚
　
子

貴
　
文

真
紀
子

　
　
綾



萬
葉
集
に
お
け
る
層
旅
歌
の
形
成
に
つ
い
て
　
　
　
　
中
　
田

　
　
　
柿
本
人
麻
呂
・
高
市
黒
人
の
厨
旅
歌
八
首
を
中
心
に

萬
葉
集
防
人
歌
詠
出
の
意
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

　
　
　
「
天
平
勝
宝
七
歳
二
月
」
の
防
人
歌
を
中
心
に

恭
　
子

，
萬
葉
集
』
に
お
け
る
「
梅
」
に
関
す
る
一
考
察

大
伴
旅
人
讃
酒
歌
十
三
首
に
つ
い
て

大
伴
坂
上
郎
女
考

　
　
　
贈
答
歌
を
手
が
か
り
に

憶
良
の
代
作
に
つ
い
て
の
考
察

『
源
氏
物
語
』
の
賀
茂

　
　
　
物
語
の
中
の
斎
院
を
中
心
に

，
源
氏
物
語
』
宴
考

「
い
と
を
か
し
げ
な
る
女
」
考

「
六
条
わ
た
り
」
考

　
　
　
夕
顔
と
葵
上
の
死
を
め
ぐ
っ
て

「
紫
式
部
日
記
』
五
節
舞
考

　
　
　
一
条
院
「
今
内
裏
」
を
め
ぐ
っ
て

『
本
朝
神
仙
傳
』
「
浦
島
子
事
」
考

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る

　
　
　
「
継
子
い
じ
め
」
の
物
語

三森山若長駒下高

谷本山野平橋

中
　
山

安
　
達

飯
　
田

恭
　
子

恵
理
子

晶雅哲裕和英洋和

子子生子治介美

百
合
子

真
由
美

「
百
鬼
夜
行
」
考

　
　
　
『
江
談
抄
』

　
を
め
ぐ
っ
て

三
四
「
野
隻
卿
高
藤
卿
遇
百
鬼
夜
行
」

上

『
江
談
抄
』
九
九
条
「
安
倍
仲
麿
詠
歌
事
」
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

　
　
　
い
わ
ゆ
る
安
倍
仲
麿
伝
説
に
つ
い
て

「
江
談
抄
－
一
七
条
「
神
泉
苑
修
雨
経
法
事
」
考
　
　
海

「
戻
り
橋
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潟

，
江
家
次
第
－
「
園
韓
神
口
傳
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
勝

，
江
談
抄
』
二
二
八
条
「
嵯
峨
天
皇
御
時
落
書
多
々
事
」
考

　
　
　
「
落
書
」
に
注
目
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
重

「
染
殿
后
」
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
矢

　
　
　
『
今
昔
物
語
集
』
を
中
心
に

『
竹
取
物
語
－
に
お
け
る
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
の
意
味
　
　
李

　
　
　
「
天
の
羽
衣
」
と
「
不
死
の
薬
」
を
め
ぐ
っ
て

，
江
談
抄
－
一
九
三
条
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡

　
　
　
羅
城
門
の
鬼
神
を
め
ぐ
っ
て

部邊見
条
敬浩信

子司理仁

麻
佐
子

永
　
歳

野
　
寛

承

繁子

リ
“一夕
川

『
徒
然
草
』
の
無
常
観

　
　
　
白
然
感
か
ら
無
常
観
へ
の
発
展

『
平
家
物
語
－

，
平
家
物
語
』

「
平
家
物
語
」

に
お
け
る
六
代
説
話
に
つ
い
て

に
お
け
る
平
宗
盛
像

に
お
け
る
歌
人
忠
度

辺
　
　
　
肇

今
　
里

上
　
野

伊
九
代

扇
　
　
　
美

太
　
田

恵穂

有
　
希

一
九
九
四
年
度
国
文
学
会
彙
報

八
七



　
　
　
一
九
九
四
年
度
国
文
学
会
彙
穀

，
平
家
物
語
－
に
お
け
る
小
松
家
の
公
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
原
　
理
　
絵

　
　
　
戦
線
離
脱
と
そ
の
最
期

，
平
家
物
語
』
に
お
け
る
俊
寛
の
宗
教
思
想
　
　
奥
田
亜
希
子

　
　
　
仏
教
は
俊
寛
に
と
っ
て
救
い
で
あ
っ
た
か

「
平
家
物
語
－
に
お
け
る
「
砥
王
」
説
話
　
　
　
　
　
中
　
村
　
早
由
里

　
　
　
覚
一
本
・
延
慶
本
・
南
都
本
を
め
ぐ
っ
て

「
平
家
物
語
」
に
お
け
る
平
清
盛
像
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
井
　
千
　
晶

「
平
家
物
語
』
に
お
け
る
装
束
描
写
　
　
　
　
　
　
　
星
　
野
　
岳
　
夫

，
西
行
物
語
」
に
お
け
る
東
国
・
陸
奥
へ
の
旅
　
　
　
堀
内
　
え
り
子

『
平
家
物
語
』
の
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
江
　
朱
　
子

　
　
　
安
徳
天
皇
を
手
が
か
り
と
し
て

，
平
家
物
語
－
と
近
什
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肛
　
　
　
煕
　
眞

　
　
　
袈
裟
と
盛
遠
を
中
心
に

『
心
中
大
鑑
」
の
文
学
的
価
値
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
脇
　
由
美
子

　
　
　
二
十
一
の
心
中
事
件
を
中
心
と
し
て

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
－
と
狂
言
の
関
連
　
　
　
　
　
　
出
雲
路
　
祥
　
子

　
　
　
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
－
に
お
け
る
狂
言
摂
取
方
法
１

「
曽
根
崎
心
中
」
観
音
廻
り
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
大
河
内
　
建
太
郎

鶴
屋
南
北
の
地
獄
廻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
　
さ
つ
き

　
　
　
，
独
道
中
五
十
三
駅
』
を
中
心
に

「
歌
舞
伎
に
お
け
る
隈
取
の
持
つ
意
味
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
下
　
恵
　
輔

　
　
　
色
々
な
面
か
ら
見
た
隈
取
－
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

十
返
舎
一
九
の
往
来
物
考
　
　
　
　
　
佐
藤
亜

　
　
　
晩
年
の
創
乍
活
動
に
お
け
る
往
来
物
多
作
の
理
由

近
世
の
怪
異
小
説
と
妖
怪
絵
画
の
接
点
　
　
　
城
崎
共

改
作
と
し
て
の
演
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
理

　
　
　
冥
途
の
飛
脚
を
め
ぐ
っ
て

「
山
の
段
」
に
お
け
る
定
高
の
人
物
像
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
野
　
智

　
　
　
そ
の
舞
台
演
出
を
め
ぐ
っ
て

＝
谷
蚊
軍
記
』
三
段
目
「
熊
谷
陣
屋
」
に
お
け
る
物
語
の
樽
成

　
　
　
演
技
や
趣
向
の
型
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
土
　
田
　
麻

世
話
浄
瑠
璃
，
曽
根
奇
心
中
－
の
存
在
意
義
に
つ
い
て

　
　
　
浮
世
草
子
，
心
中
大
鑑
』
（
３
の
３
曽
根
崎
の
曙
）
と
比
較
し
て

山
本
角
太
夫
「
七
小
町
』
に
つ
い
て

　
　
　
ハ
町
も
の
の
系
譜
に
お
け
る
位
置
づ
け
『
１

上
方
落
語
と
江
戸
落
語
の
相
違

「
菊
宴
月
白
浪
」
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
「
定
九
郎
」
を
中
心
に

遊
び
尽
く
し
と
し
て
の
金
太
郎
絵
本

三
浦
綾
子

　
，
氷
点
』
　
　
訴
え
た
か
っ
た
原
罪

「
盛
装
」
論

美陽子之代

納伯早向綿油有

谷田瀬井貫谷吉

横
光
文
学
に
お
け
る
長
傭
恋
愛
小
説
の
位
置
づ
け
ー
１

将
一
郎

智
　
美

潔
　
葉

　
　
睦

恵
　
子

千
恵
子

洋
　
子



有
島
武
郎
「
石
に
ひ
し
が
れ
た
雑
草
」

　
　
　
そ
の
成
立
に
つ
い
て

大
岡
昇
平
「
偽
悪
」
的
表
現
の
考
察

「
私
」
は
「
先
生
」
を
裏
切
っ
た
の
か

　
　
　
『
心
』
の
そ
の
後
　
　
論

内
田
百
間

石板井尾

崎倉上上

　
　
　
父
・
息
子
に
対
す
る
思
い
と
そ
の
小
説
へ
の
影
響

太
宰
治
の
「
パ
ン
ド
ラ
の
厘
」
に
お
け
る
パ
ロ
デ
ィ
に
っ
い
て

直圭建弥

尾

「
押
絵
の
奇
蹟
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉

　
　
　
久
作
の
描
い
た
女
性
た
ち

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古

　
　
　
鳥
捕
り
と
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
父

横
光
利
一
「
機
械
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂

　
　
　
機
械
化
時
代
の
影
響

永
井
荷
風
「
お
か
め
笹
」
に
お
け
る
滑
稽
の
考
察
お
よ
び

　
「
花
火
」
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪

「
新
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

　
　
　
私
小
説
と
い
う
観
点
か
ら

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
考
　
　
　
　
　
　
　
　
田

「
斜
陽
」
の
書
か
れ
た
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
戦
後
と
い
う
時
代
の
特
有
性
に
つ
い
て

田澤村下本藤尻村

旨織綾

子祐司生示江子

千
栄
子

真
　
子

麻
里
緒

美
　
帆

恭
　
子

ダ
ダ
の
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

　
　
　
中
原
中
也
・
初
期
ダ
ダ
詩
の
考
察
－
－

「
快
楽
」
と
旅
す
る
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」
を
め
ぐ
っ
て

「
ク
ラ
・
の
出
家
」
論
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
有
島
の
理
想
人
問
像
に
み
る
「
ク
ラ
・
の
出
家
」

「
山
月
記
」
李
徴
と
中
島
敦
の
不
遇
意
識
に
っ
い
て
　
橋

谷
崎
潤
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

　
大
正
七
年
・
中
国
旅
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

『
盗
賊
』
に
見
る
三
島
由
紀
夫
の
目
覚
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
終
戦
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
心
中
観

「
花
は
勤
し
」
に
み
る
岡
本
か
の
子
の
芸
術
観
　
　
　
福

「
大
宰
治
、
二
十
四
歳
、
彼
は
『
遺
書
』
を
書
い
た
の
か
」

　
　
　
『
思
い
出
』
に
見
ら
れ
る
彼
の
心
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船

「
漫
東
緒
謂
」
の
描
写
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
松

『
金
閣
寺
』
論

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

　
　
　
ノ
ラ
レ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
ヘ
の
旅
立
ち

尾
崎
翠
の
両
性
具
有
へ
の
あ
こ
が
れ
森

　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ャ
ー
プ
か
ら
の
影
響
を
中
心
に

辻
邦
生
『
嵯
峨
野
明
月
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
王
題
深
化
へ
の
試
み

原
　
正

嶋

裕

規佳

島
　
裕
美
子

の
主
題本場野井倉井

正
　
志

夕
美
子

佳

紀
　
恵

彦イエ
、
７

本
　
　
　
泰

澤
　
夕

田
　
あ

子や

一
九
九
四
年
度
国
文
学
会
彙
報

八
九



　
　
　
一
九
九
四
年
度
国
文
学
会
鴛
報

「
Ｋ
の
昇
天
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米

　
　
　
紡
復
す
る
梶
井
の
幻
想
的
世
界

漱
石
文
学
と
老
荘
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
一

現
代
日
本
語
に
お
け
る
和
語
３
拍
名
詞
に
っ
い
て
　
　
入

　
　
　
出
現
位
置
別
に
見
た
音
素
分
布
の
分
析
と
考
察
１
１

虫江

国
字
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本

辞
書
の
語
義
説
明
と
言
語
の
発
達
段
階
　
　
　
　
　
　
小
　
西

京
都
府
口
丹
波
地
方
に
お
け
る
接
続
語
の
研
究
　
　
　
関

名
詞
の
〈
数
〉
日
英
語
比
較
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
井

能
楽
の
詞
章
と
そ
の
掛
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

熟
字
訓
の
定
義
と
『
角
川
小
辞
典
３
・
漢
字
の
読
み
方
－

　
に
お
け
る
熟
字
訓
の
分
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
比
野

「
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
見
出
し
に
現
れ
る
懸
文
字
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
田

戯
曲
に
お
け
る
話
し
言
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本

　
　
　
戯
曲
の
せ
り
ふ
と
小
説
中
の
会
話
文
と
の
比
較

命
名
の
傾
向
と
意
識
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
　
川

直
　
子

桂
　
蘭

さ
や
か

尚智典貴了

子子子子子

恭
　
子

一
九
九
四
年
度
修
士
諭
文
題
目

　
，
源
氏
物
語
－
花
宴
考

桑
　
原

博
　
見

エ
リ
ハ

恵
　
子

も
と
子

九
〇

日
タ
イ
古
典
演
劇
に
お
け
る
愛
と
死
の
概
念

　
　
　
，
妹
背
山
婦
女
庭
訓
－
と
『
プ
ラ
・
口
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ン
ラ
ッ
ト
・
サ
ン
テ
ィ
ポ
プ

校
歌
の
歌
詞
の
国
語
学
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
　
原
　
美
和
子

日
本
語
に
お
け
る
音
訳
外
来
語
の
文
字
表
記
に
つ
い
て

　
　
　
外
国
地
名
の
漢
字
音
訳
語
を
中
心
に
　
　
　
　
修
　
　
　
徳
　
健

岬
一
一
三
一
一
三
一
三
言
投
　
稿
　
規
　
定
ま
ま
三
…
．
．
一
・
、
，
・
、
ニ
ミ
，
．
ミ
ニ
．
…
、
．
．
言
、
．
．
．
弓
三
青
．
．
ミ
、
ミ
．
．
．
ミ
．
．
青
、
．
．
｛
．
．
．
ミ
、
．
．
…
．
．
．
冒
｝

川
　
国
文
学
会
機
関
誌
「
同
志
社
国
文
学
」
は
、
会
員
諸
氏
の
研
究
発
表
の
Ｍ

州
場
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
進
ん
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
枚
数
は
四
百
字
詰
三
川

仙
○
枚
以
内
。
次
号
締
切
は
一
九
九
五
年
七
月
末
日
厳
守
。
た
だ
し
、
掲
載
川

…
論
文
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
論
文
の
採
択
は
編
集
委
員
会
に
一
任
Ｍ

川
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

川
一
一
言
三
一
一
，
一
三
一
｛
三
一
，
三
｛
・
一
言
…
一
一
言
童
一
一
…
・
一
一
青
三
一
一
言
…
一
言
一
三
一
言
三
一
一
一
一
三
一
…
・
・
…
，
三
一
一
言
・
、
一
一
…
．
．
一
一
冒
三
言
・
、
一
一
ミ
．
一
言
．
．
．
一
言
．
．
．
；
・
、
、
一
言
．
２
一
言
．
．
一
？
．
、
一
言
、
．
一
一
，
、
．
、
一
言
．
、
．
．
一
冒
．
刊
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